
  ２月の中旬に２回、どか雪が降って難儀をしたため、春の訪れは遅くなるかと思いましたが、季節は確実にめ
ぐってきました。この原稿を書いている３月２７日は春を目前にした暖かさです。季節はそれぞれに魅力があり
ますが、希望を抱くという面ではこの時期が一番。新たな再スタートを切れるのは４月の素晴らしいところです。
　頑張るぞ！　という気持ちになりますね。新年度もよろしくお願いいたします。

＜協会の最近の活動報告＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　「安全管理者研修会」「衛生管理者研修会」（県協会主催）参加　２月６・７日、３月６・７日

　　　毎年、２月には「安全管理者」、３月には「衛生管理者」の研修会が開催されています。
　　　１泊２日の研修で、少々時間はとりますが、安全や衛生に関する分野の専門家の話を聞くことができる
　　得難い機会になっております。また、宿泊をすることで、懇親を深め、情報の交換等もできます。全県から
　　１００名～１５０名が参加をしますが、須賀川労働基準協会からは５～６名の参加という実態です。もう少し、
　　多くの方々に参加していただけるように上手にＰＲしたいと思っています。

　　　各講習会の演題と講演者は下記の通りです。

　　　安全管理者研修会
　　　　　「ヒューマンエラー対策の理論と実践」　産業技術研究所　主任研究員　　中田　亨氏
　　　　　「部下を育てるコミュニケーション」　　　ＣＮＳ（株）話し方研究所　会長　　福田　健氏
　　　衛生管理者研修会
　　　　　「働く目、健やかに」　　　　　　　　　　　　神奈川歯科大学付属病院　教授　原　直人氏
　　　　　「元気に働くための”食”」　　　　　　　　 日本健康食育協会　代表理事　　 柏原幸代氏

　　　　　　ヒューマンエラーの研修　　　　　　　　　　　　　　　　健やかな目　の研修

　　「労務研修会」　　３月５日
　　　労務研修会は労災研修会とペアで企業の労務管理の実務面の勉強をする研修会です。監督署殿の
　　協力を得て、労働基準法や安全衛生法などの変更点や基本の確認などを研修しています。３月の研修
　　修会では監督・安衛課の小野寧康課長から労働基準法とめぐる諸問題について、説明をしていただき
　　ました。
　　　第二部の講演では県中保健福祉事務所の根本真紀子さんに健康出前講座をお願いし、福島県民の
　　健康状態と健康維持の諸施策についてお話をいただきました。

　　　　　　　小野課長の説明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根本さんの健康講演
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　　「理事会」開催　　３月２５日

　　　　　次年度２６年度の「事業計画」及び「収支予算」の審議をいただくために、理事会を開催いたしました。
　　　　従来は４月の理事会で前年度の事業報告と決算、そして次年度の事業計画と予算を一括で審議して
　　　　もらっておりましたが、「新公益法人制度」では、年度内に予算の承認を得ることが求められており、年
　　　　度末の忙しい時期の理事会開催となりました。
　　　　　事業計画案、予算案ともに提案通り、承認をしていただきました。

　　「県内労働基準協会連絡会」及び
　　「福島労働局主催　災防団体連絡会」出席　　　　３月２０日

　　　　年度末の３月２０日、福島市において「県内労働基準協会連絡会」を開催されました。県内には９つ
　　　の地区労働基準協会がありますが、年に数回相互の情報交換会を開催しております。今回は、年度
　　　のまとめと、新年度の計画を中心に相互に報告を行いました。
　　　　秋の福島県産業安全衛生大会は１０月８日（水）、福島市での開催が決定しました。

　　　　同日の午後には福島労働局におきまして、福島県内の災防団体の連絡会が開催され、出席して
　　　まいりました。この会議は労働基準協会や「建設業労働災害防止協会」「陸上貨物運送事業労働災
　　　害防止協会」などが参加し、労働局の平成２６年度労働行政運営方針の説明を受け、各協会から
　　　も活動方針を報告する会議です。

　　　ここでは、福島労働局の行政運営方針を抜粋して、報告といたします。

　　　＜監督関係＞

　　　　　平成２６年度における労働基準監督行政の重点課題

　　　　　１．原発事故関連

　　　　　　（１）原発での廃止措置等に向けた作業に従事する労働者の安全と健康確保

　　　　　　（２）復旧・復興工事に従事する労働者の安全と健康確保

　　　　　　（３）除染作業に従事する労働者の安全と健康確保対策及び労働条件確保

　　　　  ２．一般の労働基準監督の重点課題

　　　　　　（１）長時間労働の規制、過重労働における健康障害防止対策

　　　　　　（２）管内の発生状況に応じた労働災害防止対策

　　　　　　（３）法定労働条件の履行確保対策

 　　　＜健康安全関係＞

　　　　　１．除染作業者の線量管理の一元化

　　　　　２．労働安全衛生法の改正

　　　　　　（１）化学物質管理の見直し

　　　　　　（２）ストレスチェック制度の創設

　　　　　　（３）受動喫煙防止対策の推進

　　　　　　（４）重大な労働災害を繰り返す企業への対応　他

＜教育講習事業の報告＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　１月～３月に実施した講習関係は下記の通りです。

　　　「ガス溶接技能講習」（２回目）　１月１９日、２０日　

　　　「有機溶剤作業従事者教育」　１月２９日

　　　「ＫＹＴ４ラウンド講習」（２回目）　２月１０日

　　　「丸のこ作業特別教育」　２月２４日

　　　「職長教育（製造系）」　２月２６日

　　　「玉掛技能講習」　 ３月１９日・２０日・２３日

　　　講習会の予定等に関する情報は”公益社団法人須賀川労働基準協会のホームページ”をご覧ください。

　　　　http://www11.ocn.ne.jp/~srkkyo/index.html


